
630 430～470 66～72 31,000 84 24.3

注１）本データは選別網目1.9mmのデータである
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伸し餅加工適性の高い
早生良食味糯品種
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○苗質:健苗育成

○基肥窒素:7～8kg
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○栽植株数:18～22株/m2
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理想的な生育
●８葉期頃に有効茎を確保し、10葉期に最高分げつ期
●最高分げつ期の茎数は520本/ｍ2、有効茎歩合87％
●葉色は９葉期の40をピークに低下
●穂数は450本/ｍ2、適正籾数31,000粒/ｍ2

品質向上のための刈取・乾燥調製
出穂後積算温度1,000～1,200℃

●刈り始めの目安は青籾歩合20％程度
●刈り遅れは茶米や砕粒の増加につながる

安定多収のための水管理
茎数の確保と倒伏対策

●生育に合わせ浅水、深水管理を使い分ける
●中干しと間断かんがいで値の活力向上
●水管理で登熟向上 出穂後30日間は水を切らさない

安定多収のための施肥体系
しっかり施肥で籾数確保

●窒素肥料は基肥7～8kg＋穂肥2kg（出穂25日前）
●玄米タンパクが高まっても、餅の食味に及ぼす影響は
小さい
●過剰施肥は籾数過多等による品質の低下を招く

安定多収のための土づくり
登熟を高めるために

●稲わらの腐熟促進で生育の安定化を図る
●堆肥は原料で分解特性が異なるので特性を把握
●土づくり肥料のケイ酸は登熟を高める

キーポイント

山形糯128号玄米 ヒメノモチ玄米

「山形糯128号」の特性表 （平成23～令和元年　育成地）

山形糯128号 ヒメノモチ こゆきもち

7.25 7.26 7.31

8.31 8.31 9.09

71 77 77

19.3 18.7 19.8

477 421 428

0.1 0.1 0.1

やや強 やや強 やや強

強 強 やや強

やや弱 弱 中

中 中 中

中 やや弱 やや強

やや難 易 易

赤 白 赤

61.5 (113) 54.2 (100) 57.2 (106)

24.3 21.2 22.5

3.7 4.2 4.1

0.23 基準 0.31

4.2 3.5 3.2

24.7 23.0 23.8

稈　 長（cm）

系統・品種名

出穂期（月．日）

成熟期（月．日）

玄米千粒重（g）

穂　 長（cm）

穂　 数（本／㎡）

倒伏程度（0～4）

葉いもち

穂いもち

白葉枯病

耐倒伏性

耐冷性（障害型）

穂発芽性

精玄米重（kg/a）

ふ先色

玄米品質（1良～9劣）

食味総合評価

伸し餅硬度

伸し餅白色度

36 38 40 40 38 
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稈⾧・穂数

草丈・稈⾧
茎数・穂数

葉色

キーポイント

キーポイント

キーポイント

目 標 収 量 630 kg/10a

穂 数 430 ～ 470 本/㎡

１ 穂 も み 数 66 ～ 72 粒

㎡ 当 た り も み 数 31,000 粒

千 粒 重 24.3 ｇ

精玄米粒数歩合 84 ％

基　本　指　標

 「山形糯128号」の特徴

  「ヒメノモチ」並

　⾧所
○ 収量性は「ヒメノモチ」に優る
○ 穂発芽性は「ヒメノモチ」より強い“やや難”
○ ふ先色が“赤”で、主食用米との識別性がある

　短所
● 障害型耐冷性は“中”
● いもち病の圃場抵抗性は“やや強”

　・出穂期は「ヒメノモチ」より1日早く、成熟期は

　・稈⾧は「ヒメノモチ」より短く、やや短稈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・穂数は「ヒメノモチ」より多く、中間型

月　日
草丈
(cm)

茎数
（本/㎡）

葉色
(ＳＰＡＤ)

6月10日 31 280 36
6月20日 37 430 38
6月30日 45 510 40
7月10日 64 520 40
7月20日 77 510 38
穂揃期 76 450 37

時 期 別 生 育 指 標

施 肥 窒素 リン酸 カリウム

基 肥 7～8 7～8 7～8

幼 穂 形 成 期 2 ー 2

合 計 9～10 7～8 9～10

 施 肥 量 (kg/10a) の 目安

伸し餅加工適性がより高まる登熟温度となる移植時期

　登熟気温（出穂後40日間の日平均気温）が22℃より低くな
ると、餅の加工適性が低下するため、移植は5月中に行う。

15

17

19

21

23

25

27

29

19 20 21 22 23 24 25 26 27

餅
の
白
色
度

出穂後40日間平均気温（℃）

（WI-SCE）

0

1

2

3

4

5

19 20 21 22 23 24 25 26 27

製
餅

時
間
後
の
伸
し
餅
硬
度

出穂後40日間平均気温（℃）

（kg/㎠）

24 

 

 

 

 

 

 

水稲早生品種の「山形糯 128 号」は収量性に優れ、穂発芽しにくく、良食味で伸し餅が固

まりやすい新品種であり、「ヒメノモチ」に代わり県内全域での栽培が想定される。そこで、

「山形糯 128 号」の収量が安定して得られる生育指標や栽培方法について明らかにした。 

 

 

①「山形糯 128 号」が収量 630 ㎏/10a を確保できる㎡当たり籾数は 31,000 粒である（表１）。 

② 出穂後 40日間平均気温が 22℃未満になると製餅 24時間後の伸し餅硬度が低下し、24.5℃以上に

なると餅の白色度が低下しやすいことから、加工適性の高い糯米を得るための最適な出穂後 40 日

間平均気温は 22℃～24.5℃である（図１、２）。 

③「山形糯 128 号」の生育指標や栽培方法をまとめた栽培暦を作成した（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 
問い合わせ先：水稲部  ℡:0235-64-2100 

加工適性に優れる水稲「山形糯
もち

128 号」の栽培暦 

山形県農業総合研究センター水田農業試験場 

研究のねらい 

研究の成果 

図３ 「山形糯 128号」の栽培暦 

表１ 「山形糯 128号」の収量目標と収量構成要素 

図１ 登熟気温による伸し餅硬度の変化 

図２ 登熟気温による餅の白色度の変化 

硬 

軟 

白 


